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第三者評価結果 
 

事業所基本事項 

ﾌﾘｶﾞﾅ  ｻｶﾞﾐﾊﾗｼﾘﾂｱﾗｲｿﾎｲｸｴﾝ 

事業所名 
(正式名称を記載) 

相模原市立新磯保育園 

事業所住所 

最寄駅 

〒252-0237 神奈川県相模原市南区磯部 1176-13 

JR相模線 相武台下駅下車 バス バス停より徒歩 12分 

事業所電話番号  046-255-6124 

事業所 FAX番号  046-254-6767 

事業所代表者名 役職名 園長  氏 名 小下 聡子      

法人名及び 

法人代表者名 

法  人  名 相模原市    

法人代表者氏名         

URL 

e－mail 

問合せ対応時間 7：00～19：00  

 事業所の概要１ 

開設年月日 昭和 55年 4月 1日  

定員数 120名 

都市計画法上の用途地域 市街化区域 

建物構造 鉄筋コンクリート造り 2階建ての 1・2階部分 

面積 敷地面積（ 1740 ）㎡  延床面積（ 699 ）㎡  

事業所の概要２（職員の概要） 

総職員数 39名     

 

うち、次の職種に該

当する職員数 

 

園長（1名） 副園長（1名） 

保育士（28名） 

保健師、看護師（1名） 

調理員（6名） 

その他（2名） 

事業所の概要３（受入・利用可能サービスの概要） 

受入年齢 生後 2ヶ月～小学校就学未満 

延長保育の実施 有 ・   備考： 

休日保育の実施  ・ 無 備考： 

一時保育の実施  ・ 無 備考： 

障害児保育の実施 有 ・  備考： 

病後児保育の実施  ・ 無 備考： 

保育の方針 

 

 

 

 

理念：子どもの心に寄り添い、一人一人を大切にする                          

保育目標：1）心身ともに健康な子ども 

2）生命を大切にする子ども 

3）思いやりのある子ども 

4）意欲をもって自ら考え行動できる子ども                                

5）豊かな感性で創意工夫し、のびのびと表現する子ども   
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 第三者評価結果 

 

１．総合コメント 

総合評価（優れている点、独自に取り組んでいる点、改善すべき事項） 

＜園の概要＞ 

 相模原市立新磯保育園は、ＪＲ相模線「相武台下」駅から徒歩 18分、または、バス利用で最寄り

のバス停から徒歩 5分の住宅街にあります。 

園の周囲には川や田んぼ、原っぱや林など豊かな自然があります。創立は 1980年で、38年が経

過した鉄筋コンクリート造りの一部 2階建ての建物です。定員 120名に対して現在 110名が在園し

ています。子どもの受入れ年齢の範囲は生後 2ヶ月～小学校就学未満で、延長保育と障がい児保育も

行っています。 

「子どもの心に寄り添い、一人一人を大切にする保育」を理念とし、「意欲と思いやりのある子ども、

心身共に健康な子ども、楽しく食事をする子ども、豊かな感性で創意工夫しのびのび表現できる子ど

も、生命を大切にする子ども」を育むこと 5つを基本方針として保育を実践しています。 

 

 

 

＜優れている点＞ 

 

１．自然豊かな地域の特性を活かし、生命を大切にする子どもを育てています 

子どもは園の周囲の川や田んぼ、原っぱや林などの自然豊かな環境の中で園外活動をしています。

散歩で遺跡探検をしたり、田んぼではカエルを捕まえたりアメンボを見つけたりしています。園では

地域の自然に触れ、生き物や草花に興味を持てるようにしています。メダカやカブトムシなどの飼育

や野菜の栽培を通じて、生命の大切さや、心豊かな感性を育み、元気で明るくのびのびと子どもが成

長できるように保育を実践しています。 

また、地域の伝統行事の「大凧上げ」を大凧センターで見学したり、「お月見くださいな」の地元

行事に家庭で参加したり、地域に伝わる行事を子どもたちに伝えています。  

 

 

２．地域との交流を進め、地域の子育て支援を積極的に行っています 

地域の子育て支援は、「相模原市保育所子育て広場事業運営要綱」に基づき、園が作成した「新磯

保育園地域交流年間計画予定表」に沿って、地域担当職員を中心に行っています。園は「育児相談」、

「園庭開放」、「なかよし文庫」、「いっしょにあそぼう」、「ミニミニ育児講座」、「誕生会」、「園の行事」、

4 歳児と 5 歳児を対象にしたボランティア「あいの会」による絵本の読み聞かせ会を実施し、地域

の子育てを支援しています。また、共催事業では、新磯こどもセンターを会場とした「ふれあい親子

サロン」と「おひさまはらっぱ」、新磯公民館を会場とした「ほのぼのひろば」を実施しています。

「いっしょにあそぼう」、「ふれあい親子サロン」及び「おひさまはらっぱ」などでも子育て相談を実

施しています。 
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３．職員は積極的に研修受講を行い、資質向上を促進しています 

職員の資質向上に向けて、相模原市が職員の階層別に課題を明確にして立案した「職場研修実施

計画表」に基づき、園内研修と園外研修を実施しています。職員は、外部研修を受講すると「研修報

告書」を作成し、職員会議において研修内容などを報告しています。また、職員の受講状況は、「職

員研修一覧表」により一目で確認できます。 

「研修報告書」や「研修資料」は職員に回覧し、情報を共有しています。閲覧後の「研修報告書」

は職員がいつでも閲覧できるように、事務室で保管しています。職員の自主的な研修も行っています。

自主研修は、職員の自主的な参加で実施され、30年度では「保育教材作り」など年 6回のテーマ別

研修と毎月のリトミック研修を計画しています。 

担当者が研修の内容について企画し、講師の依頼や資料及び教材の準備などを行っています。職

員はこれらの研修などを通じてより良い保育士を目指しています。 

  

 

４．市と園が策定したマニュアルに則り職員は保育を実践しています 

 相模原市は保育に関する「相模原市保育理念」などの基本的なマニュアルを策定し、園はこれらの

マニュアルに則り、園の保育理念、保育方針及び保育目標などを保育現場に落とし込んで園のマニュ

アルを策定しています。 

各クラスでは、年間のねらいも定めて、「年間指導計画書」を作成しています。職員は、これらの一

貫して体系づけして整備されたマニュアルを、職員会議や研修、マニュアルの読み合わせなどで学習

し、共通の理解の下に、保育理念、保育方針及び保育目標を達成するための保育を実践しています。

実践した保育を振り返り、自己チェックを行い、保育の改善に繋げています。 

 

 

 

 

＜独自に工夫している点＞ 

１．職員会議を 2交代制で開催し、職員の情報連携を強化しています 

 職員は子どもたちの様子と情報を把握し共有しています。職員会議では、子どもの成長や発達状況、

配慮を必要とすることなどを全職員で確認しています。従来の職員会議は１日だけの開催のため、職

員の勤務状況によっては、出席できない職員がいました。そのため、伝達事項が直接伝わらなかった

り、議題についての意見を聞いたり述べたりすることができない職員がいました。そこで、職員会議

を 2 日間に渡って開催し、職員が勤務状況などを考慮して都合の良い日に出席することを可能にし

ました。その結果、職員の情報の伝達度が高まるとともに、職員の多様な意見も収集され、情報連携

が強化され、保育の実践に役立っています。なお、「会議報告書」は全職員に回覧され、閲覧日を記

載し、回覧状況が一目で確認できます。 
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２．保護者とのコミュニケーションツールを工夫して情報連携をしています 

園の運営についての「保護者アンケート」を集計分析して保護者に公表するとともに、次年度の

保育園の重点目標を設定する際の参考にしています。また、園で子どもが栽培し収穫した野菜を家庭

に持ち帰り、家庭で会話した感想などを木の葉の形に模した「アンケート用紙」に記入してもらい、

ツリーの絵を描いた用紙の葉っぱの位置に貼付して掲示しています。「心の声シート」などで寄せら

れた保護者の希望や要望も、職員が共通の情報として受け止めて協議し、対応しています。降園時に

クラス担当がいない場合でも、保育士間の「当番ノート」を活用することにより、担当以外の保育士

が保護者にその日の子どもの様子を伝えるように改善した例もあります。対応結果は、必要に応じて

掲示などで保護者に告知しています。 

 

 

＜改善すべき事項＞ 

 

１．園舎の老朽化対策の説明と推進 

園は創設から 38年が経過し建物や保育体制に歴史ある園となっています。園は建物の衛生面や室

内の環境管理に配慮して運営しています。全室のエアコンを交換し、階段の手すりの部分的補修や清

掃を徹底して、子どもの安全と衛生の維持に努めています。しかし、一部の保護者は防犯対策や職員

対応について不安を感じています。今後とも保護者の状況を把握し、園が取り組んでいることなどの

説明を行うことが期待されます。子どもにとって過ごしやすい環境作りとともに保護者の理解促進が

期待されます。 

 

評価領域ごとの特記事項 

１ 

 

 

人権への配慮 

 

 

① 園は相模原市が定めた「相模原市役所接遇マニュアル」に基づき、「新

磯保育園 保育マニュアル」を策定して人権への配慮を明文化してい

ます。また、市が職場ごとに設置している接遇取組推進員も置き、接

遇改善に努めています。保育士は、子どもや保護者との関わりにおい

て、乱暴な言葉使いや態度はとらない、決して体罰は行わないなどを

定めたマニュアルに則り、専門職としての自覚を持って保育にあたっ

ています。職員会議や研修、マニュアルの読み合わせなどを通じて、

人権への配慮に努めています。 

 

② 人権社会の構築と人権文化まちづくりのための「相模原市人権施策推

進指針（ダイジェスト版）」で、出生、国籍及び性差などによる差別

もしないと明示しています。園でも、「新磯保育園 保育マニュアル」、

「保育園のしおり」などで明文化し、職員会議や研修などで周知して

います。また、職員は、全国保育士会が作成した「人権擁護のための

セルフチェックリスト」で自己点検を行い、日々の保育の質の向上を

目指しています。保護者とのやり取りにおいても、日本語が苦手な方

には配布資料にふりがなを振ったり、時には手話を交えて説明してい

ます。 
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③ 市は「児童虐待早期発見・対応の手引き」を定め、虐待の防止に取り

組んでいます。園でもこの手引きに則り、職員が虐待防止の研修会や

講習会に参加するとともに、園内でも研修を実施しています。また、

関連機関とも連携して、虐待の予防や早期発見に努めています。個別

の案件については、小学校や子育て支援センターなどの関連機関が出

席するケース会議に園長と担任の保育士も出席し、協働して情報の整

理や共有化、支援方針の検討や変更などを行っています。 

 

④ 相模原市は「相模原市個人情報保護条例」を制定しています。園でも、

「言わない・誘わない・貼らない・持ち出さない」を原則に、「新磯

保育園保育マニュアル」、「新磯保育園運営規定」などを設定し、個人

情報の保護に取り組んでいます。個人情報の取り扱いについて、掲示

物、作品の掲示、写真の扱い、書類の取り扱いなど詳細に取り決めて

います。研修は、正規職員だけでなく非常勤職員や臨時職員も行い、

会議でも確認しています。個人情報が記載された「児童票」を事務所

内の施錠した保管庫から事務所内に持ち出す際も「児童票持ち出しチ

ェック表」で出入りを確認しています。子どもの写真撮影と使用は保

護者の了解を得た上で行っています。また、保護者にも個人情報の取

り扱いについて注意を促しています。子どもの名札も園内での保育中

のみ使用し、園外で使用する場合は保育園名と電話番号のみ記載した

名札を使用しています。 

 

  

① 家庭との連絡、情報交換の手段・方法については、「保育園のしおり」

や「新磯保育園 保育マニュアル」で明文化しています。「年間行事

予定表」、「園だより」、「クラスだより」、「ホワイトボード」などでも

子どもの活動を伝えています。登降園時の保護者と保育士の会話など

でも子どもの情報交換を行っています。また、0 歳児と 1 歳児クラ

スは「連絡帳」、2 歳児以上のクラスは「すくすくカード」で、家庭

と保育園の情報を交換しています。その他にも、懇談会や個人面談に

おいても情報を交換し、子どもの意思・可能性を尊重した自立生活支

援を行っています。参加できなかった保護者にも、内容を「おたより」

にして、後日報告しています。 

 

② 保護者の保育についての希望や意向の把握は、「相模原市保育所等及

び療育センターにおける苦情解決実施要領」や「新磯保育園  保育

マニュアル」に明記されています。年 2回の懇談会や原則として年 1

回、必要に応じて複数回実施する個人面談で家庭の希望や意向を把握

しています。 

 

２ 

 

利用者の意思・可能性

を尊重した自立生活

支援 

 

③ 園の運営についての「保護者アンケート」を集計分析し、保護者に公

表するとともに、次年度の保育園の重点目標を設定する際の参考にし

ています。また、イベント等の保護者の感想や意見は木の葉の形に模

した「アンケート用紙」に記入してもらい、ツリーの絵を描いた用紙

の葉っぱの位置に貼付して掲示しています。「心の声シート」などで

寄せられた保護者の希望や要望も、職員が共通の情報として受け止め

て協議し、対応しています。降園時にクラス担当がいない場合でも、
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保育士間の「当番ノート」を活用することにより、担当以外の保育士

が保護者にその日の子どもの様子を伝えるように改善した例もあり

ます。必要に応じて対応結果は、掲示などで保護者に告知しています。 

 

④ 子ども同士のおもちゃの取り合いの時など、保育士が仲立ちをして解

決する経験を通して、自分たちで話し合って解決しようとしていま

す。また、子ども同士で良くない発言があった際など、子どもたちで

ミーティング的なものに発展させ、子どもたちから色々な意見を引き

出したり、同じ意見の子どもに共感する場面も見受けられます。 

 

３ 

 

サービスマネジメン

トシステムの確立 

 

 

① 温度・湿度などの室内の環境管理は、「相模原市保育園園児健康マニ

ュアル」に基づいて行っています。室内の温度は冬季や夏季ごとに、

外気温との差を調整しつつ管理しています。湿度も、冬季は 40～

60％、夏季は 45～65％としています。温度や湿度は毎日計測して

「日誌」記録しています。換気についても部屋の空気を清潔にする

ために行い、風の強い時や午睡中は避けるとか、暖房中は 1 時間に

1回 3～4分間窓を開けて空気の入れ換えをするなど、細心の注意を

払っています。 

 

② おもちゃ、布団、砂場などの除菌・消毒などによる管理は、「相模原

市保育園園児健康マニュアル」に基づき行っています。おもちゃ、

園庭、遊具及びトイレなどをマニュアルに則り、毎日あるいは定期

的に消毒し、「安全衛生チェックリスト」に記録しています。また、

保育室についても毎月破損やささくれがないか、室内の清掃は毎日

しているかなど 10項目を確認して記録しています。 

 

③ 季節的な感染症を予防、予測する為の情報収集や情報提供について

は、「感染症対応マニュアル」を策定しています。園では、職員研修

を実施するとともに、季節的に流行する感染症の資料や園内で流行

している感染症の情報を、1 階の事務所前と 2 階の廊下の「感染症

ボード」に掲示して知らせています。また、「感染症のお知らせ」や

「保健だより」でも情報を保護者に提供し、感染症の予防や蔓延防

止に努めています。なお、保育室には「嘔吐物処理セット」を常備

しています。 

 

④ 食物アレルギー児に対しては医師の診断書に基づいて、除去食や代

替食の提供をしています。アレルギー児専用のトレーに禁止食物名

と名前のプレートを置き、調理員と保育士、さらに 2 名の保育士で

ダブルチェックをして間違いが無いように提供しています。普通食

児が保育室にアレルギー原因物質を持ち込まないように、ランチル

ームの出入り口に足ふきマットを設置したり着替えるなど徹底して

います。 
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４ 

 

 

地域との交流・連携 

 

 

① 地域の子育て支援は、「相模原市保育所子育て広場事業運営要綱」に

基づき、園が作成した「新磯保育園地域交流年間計画予定表」に沿っ

て、地域担当職員を中心に行っています。園内活動では、随時行う「育

児相談」、月曜日から土曜日に行う「園庭開放」、月曜日から土曜日に

行う「なかよし文庫」、年 9回行う「いっしょにあそぼう」、年 7回

行う「ミニミニ育児講座」、毎月行う「誕生会」、年 7回から 8回行

う「園の行事」及び毎月行う 4歳児と 5歳児を対象にした、ボラン

ティア「あいの会」による絵本の読み聞かせ会などを実施し、地域の

子育てを支援しています。また、共催事業では、新磯こどもセンター

を会場とした 8 月を除き毎月行う「ふれあい親子サロン」と「おひ

さまはらっぱ」を、新磯公民館を会場とした年 9 回行う「ほのぼの

ひろば」を実施しています。なお、「いっしょにあそぼう」、「ふれあ

い親子サロン」及び「おひさまはらっぱ」などでも子育て相談を実施

しています。 

 

② 園では、子育て支援の情報を提供しています。「地域交流年間計画予

定表」を年 1 回発行するとともに、相模原市のホームページにも掲

載しています。毎月の地域交流の日程や内容、その他の子育てひろば

や講座の情報を記載した地域交流のポスターやチラシを園、こどもセ

ンター及び公民館に掲示しています。また、こどもセンターのポスタ

ーを園で掲示しています。地域の子育て通信で、子育てに関するコラ

ムやその年のテーマに沿った育児のアドバイスや情報も提供してい

ます。 

 

③ 園では、保健センター、南子育て支援センター、育児相談所及び小学

校などと連携し、子育て支援の情報交換を行っています。また、新磯

地区青少年健全育成協議会にも参加し、地域の情報を得たり、園の情

報を発信しています。 

 

５ 
運営上の透明性の確

保と継続性 

① 園では園の運営、事業内容についての自己点検・改善活動の一環とし

て、相模原市保育園の自己評価表を園用に作り変え、子どもへの関わ

り、健康・安全体制及び職員の資質向上など 45項目に渡り自己評価

を行っています。また、クラス担当が、保育の流れ、保育のポイント

および次年度に向けての 3 項目を半年ごとに振返り「保育の反省」

に記録しています。保育園の年度行事や地域交流についても評価し、

その結果を保護者に「お知らせ」として発信しています。 

 

② 園では運営・事業内容について地域の理解を得られるように、パンフ

レットを作成し、告知に努めています。パンフレットには、園の保育

目標、特徴及び地域との交流状況などを掲載しています。パンフレッ

トは、給食レシピと一緒に玄関前や事務所前に置き、自由に閲覧した

り持ち帰れるようにしています。また、ホームページ「子育て支援情

報サービスかながわ」で園の概要、保育方針及び特色などの情報を提

供しています。 

 

③ 保護者が保育参観や行事などに参加しやすいように、「年間行事予定
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表」を作成し、保護者が参加できる誕生会、クラス懇談会、個人面談

及び公開保育などの行事を事前に案内しています。また「園だより」

でも行事予定を案内しています。 

 

６ 職員の資質向上促進 

① 相模原市が定めた「相模原市保育理念」に基づき、園の保育理念、保

育方針及び保育目標を「保育マニュアル」に明記しています。また、

各クラスで年間のねらいも定めて、「年間指導計画」に記載していま

す。園の保育理念、保育方針及び保育目標は、保育室や事務室に掲示

し、常に職員などの目に触れています。また、職員会議でもマニュア

ルの読み合わせを行い、周知徹底を図っています。保護者に対しても、

年度当初の懇談会で伝えています。 

 

② 職員の資質向上に向けて、市が職員の階層別に課題を明確にして立案

した「職場研修実施計画表」に基づき、園内研修と園外研修を実施し

ています。職員は、外部研修を受講すると「研修報告書」を作成し、

職員会議において研修内容などを報告しています。また、職員の受講

状況は、「職員研修一覧表」により一目で確認できます。「研修報告書」

や「研修資料」は職員に回覧し、情報を共有しています。閲覧後の「研

修報告書」は職員がいつでも閲覧できるように、事務室で保管してい

ます。 

 

③ 職員の自主的な研修も行っています。自主研修は、職員の自主的な参

加で実施され、30年度では「保育教材作り」など年 6回のテーマ別

研修とリトミック研修を計画しています。担当者が研修の内容につい

て企画し、講師の依頼や資料及び教材の準備などを行っています。 
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２．評価項目に基づく評価の結果 

 

大項目 1 保育環境の整備 
評価機関が定めた評価項目に添って、調査を行った結果です 

 

大項目１全体を通してのサービスの達成状況 

（調査確認事項全 80 事項） 

 

100％ 

大項目１の内容(概要) 

１ 
人権の尊重 

（8事項） 

① 子どもや保護者に対する態度や言葉遣い （3事項） 3/3 

8/8 ② 出生や国籍、性差などによる差別の禁止 （3事項） 3/3 

③ 虐待予防や早期発見のための関係機関との連携 （2事項） 2/2 

2 
プライバシー確保 

（7事項） 

① プライバシー確保への配慮 （3事項） 3/3 

7/7 ② 実習生などへのプライバシー確保 （3事項） 3/3 

③ 個人情報保護の体制整備 （1事項） 1/1 

3 

家庭と保育園との 

信頼関係の確立 

       （6事項） 

① 家庭との連絡、情報交換の体制 （2事項） 2/2 

6/6 ② 家庭の意向・希望の把握 （2事項） 2/2 

③ 意向・希望の記録・管理 （2事項） 2/2 

4 
苦情解決システム 

（8事項） 

① 苦情解決の担当者・責任者の公示 （2事項） 2/2 

8/8 
② 苦情解決の記録 （2事項） 2/2 

③ 第三者委員に設置、実施 （3事項） 3/3 

④ 理事会への報告 （1事項） 1/1 

5 
環境整備 

（8事項） 

① 温度や湿度等の管理 （2事項） 2/2 

8/8 
② 洗剤等の危険物の管理 （2事項） 2/2 

③ おもちゃ、遊具等の管理 （2事項） 2/2 

④ 遊具などの安全保持 （2事項） 2/2 

6 

健康管理（感染症対策 

・救急救命を含む） 

（14事項） 

① 体調不良児、けがへの対応 （2事項） 2/2 

14/14 

② 体調不良児への対応 （2事項） 2/2 

③ ケガなどへの対応 （2事項） 2/2 

④ 感染症予防への情報提供 （3事項） 3/3 

⑤ 感染症発生時の対応 （2事項） 2/2 

⑥ 緊急事態発生時の医療機関・家族等との連携 （3事項） 3/3 

7 
危機管理（防災･防犯） 

（8事項） 

① 火災や震災等の対応 （3事項） 3/3 

8/8 ② 日常の防災･防犯体制の整備 （2事項） 2/2 

③ 災害発生時の地域支援体制 （3事項） 3/3 

8 
地域の子育て支援 

（6事項） 
① 地域内の子育てニーズの把握と支援 （6事項） 6/6 6/6 

9 
自己評価と情報開示 

（6事項） 

① 自己点検･改善活動の実施 （2事項） 2/2 

6/6 ② 地域への情報提供、情報開示 （2事項） 2/2 

③ 見学や保育参観の機会の設定 （2事項） 2/2 

10 
職員研修 

（9事項） 

① 理念などの職員への研修実施 （3事項） 3/3 

9/9 
② 年間を通しての研修計画 （2事項） 2/2 

③ 外部研修の共有化 （2事項） 2/2 

④ 実習生の受入れ、指導 （2事項） 2/2 

            80/80 
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大項目２ 保育内容の充実 

事業所から自己申告された内容について、事実確認を行った結果です 

項 目 
事業所による取り組みのアピール 

（事業所が記載した原文のまま 

公表しています） 
第三者評価での確認点 

（1） 

子どもと保育士

とのかかわりにお

いて、子どもの情

緒の安定をはかる

ことや、順調な発

育･発達を促すた

めにどのような取り

組みをしています

か 

① 保育士の応答的なふれあいや

言葉がけによって、安心感や共

に過ごすことの心地よさを感

じられるようにしている。 

② 生理的欲求を満たせるよう清

潔で安全な環境を整え、適切な

援助や応答的な関わりをして

いる。 

③ 個々の発達状況や配慮事項を

記録に残し、各会議で周知し、

共通理解を持って保育をして

いる。 

① 特に乳児は、保育士がゆったりと抱きスキン

シップを取る時間を作り、信頼関係を深め安

心して過ごせるように配慮しています。甘え

や欲求、不安をその都度きちんと受け止め、

安心出来るように名前を呼んで声掛けをし、

応答的に関わり、子どもの情緒の安定を図っ

ています。 

② 園内外の清掃は安全衛生チェックリストを用

いて、清潔で安全な環境が保てるようにして

います。一人一人に合わせて生活リズムを整

えていけるように配慮し、適切な援助ができ

るようにしています。 

③ 子ども個々の発達状況や配慮する事項は必ず

記録に残しています。職員会議、乳児会議、

幼児会議で職員に周知し、共通理解のもとで

子どもと関わっています。給食会議では、離

乳食の進み具合なども話し合っています。職

員の休憩室内の目につく所に保育室ボードが

あり、「全体に周知すること」や「先生方への

お知らせ」を記載し、職員に周知しています。 

 

（ヒアリング、指導計画、保育日誌、保育室

での様子、会議ファイル、保育士室ボードな

どで確認） 

（2） 

子ども同士のか

かわりにおいて、

個の違いを認めあ

うことや他者と自分

を大切にする心を

もてるようにするた

めにどのような取り

組みをしています

か 

① 一人一人が自己発揮し認めら

れる経験を通して自分や相手

の良さに気づき、共に認め合う

気持ちが育まれるようにして

いる。 

② オープン保育で異年齢児や配

慮の必要な児等、様々な相手と

関わる中で、認め合い、尊重し

合えるようにしている。 

③ 自分の気持ちを相手に伝えた

り、相手の気持ちに気づいたり

しながら、友達との関わりを深

めていけるようにしている。 

① 保育士は子どもの製作物などに一人一人の違

いや良さを言葉にして伝えています。子ども

も「○○ちゃんは作るのが上手なの」と、互

いの得意なところ、よいところを言葉にし、

認め合い伝えあう関係が築けています。 

② 年齢毎のクラスの枠にとらわれずにオープン

保育を行っています。異年齢での自然な関わ

りの中で、小さな子は上の子を見てまねて学

んでいます。上の子は下の子への思いやりの

心が育ち、お互いに認め合い尊重し合ってい

ます。 

③ 子ども同士のおもちゃの取り合いの時など、

保育士が仲立ちをして解決する経験を通し

て、自分たちで話し合って解決しようとして

います。また、紙芝居を見て一人の子どもが

「ばか」と言った言葉に対して他の子どもが

反応した時には、子どもミーティング的なも

のに発展させ、子どもたちから色々な意見を

引き出したり、同じ意見の子どもに共感する

場面も見受けられます。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室の様子など
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で確認） 

（3） 

子どもと社会と

のかかわりにおい

て、人に役立つこと

の喜びを感じたり、

人と関わることの

楽しさを味わうこと

ができるようにする

ためにどのような

取り組みをしてい

ますか 

① 年齢や発達に合った手伝いや

当番活動を通じて、人の役に立

つ喜びを感じられるようにし

ている。 

② 高齢者をはじめ、地域の人々と

ふれあい、共感しあう体験をし

ている。 

③ 小学校との交流や、地域の伝統

行事にふれ、地域のつながりを

感じられるようにしている。 

① 3、4歳児はお手伝い、5歳児はトントン当番、

ランチ当番、絵本並べ当番、ふとんしき当番

活動をしています。他者から感謝される喜び、

人の役に立つ喜び、達成感、自己肯定感、を

育んでいます。 

② 近くの集会所で老人会の方々と交流会を持っ

ています。子どもたちのために魚つりやパネ

ルシアターを準備してもらい、楽しく過ごし

ています。中学生の体験学習や高校生のボラ

ンティアなど様々な人との関わり方を知り、

やりとりの楽しさや共感し合う体験をしてい

ます。 

③ 地域の大凧センターへ手紙を持って出かけた

り、小学校や公民館、こどもセンターへ園だ

よりを届けたりしています。また、散歩の途

中でおまわりさんと話をしたり、地域の人と

の繋がりが多くあります。小学生との交流も

あり、人と関わる楽しさを感じています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、掲示物などで確認） 

（4） 

生活や遊びなど

を通して、言葉の

やりとりを楽しめる

ようにするために

どのような取り組

みをしていますか 

① 子どものつぶやきに耳を傾け、

発達年齢に合わせた応答的な

関わりをしている。 

② 経験したことを話し伝えなが

ら描いたり、友達同士発表しあ

ったりする機会を持ち、やりと

りの面白さを感じられるよう

にしている。 

③ 生活の中で仲間との挨拶や気

持ちのやりとりを心地よい言

葉で表現できるようにしてい

る。 

① 保育士が子どもの「何かな？」「どうしてか

な？」などの疑問に答えて行くうちに、子ど

も自らが自分で調べるようになっています。

保育士は発達年齢に合わせた応答的な関わり

をし、言葉を発することの楽しさを感じられ

るようにしています。 

② 集会では、自分が体験した休日のエピソード

を発表する機会を持っています。体験したこ

とを思い出し、友達や大人に言葉で伝えたり、

相手の話に耳を傾ける経験をしています。 

③ 様々な挨拶があることを保育の中で伝えてい

ます。散歩で、元気な挨拶を褒められると嬉

しくなり、自然と言葉のやり取りを楽しめる

ようになっています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室の様子など

で確認） 

（5） 

生活や遊びなど

を通して、話すこ

と・聞くことが楽し

めることや言葉の

感覚が豊かになる

こと、自分の伝え

たいことが相手に

伝わる喜びを味わ

うことができるよう

にするためにどの

① ４、５歳児は月に１回あいの会

（ボランティア）によるおはな

し会を実施し、様々な絵本や素

話に触れる機会を持っている。 

② 生活の中で折にふれ、絵本や紙

芝居の読み聞かせをしている。

図書コーナーを玄関に設置し、

家庭でも楽しさや面白さを共

感できるようにしている。 

③ 子どもの「やりたい」という言

葉から、コーナー遊びを発展さ

① 月に 1回ボランティアによるおはなし会を行

っています。様々な絵本や素話に触れる中で、

物語に引き込まれ、登場人物の気持ちになっ

て楽しみ、聞くことが上手になっています。 

② 年齢に応じて、絵本や紙芝居の読み聞かせを

する中で、言葉へのイメージを広げています。

玄関の図書コーナーには、多くの本が並び、

お迎え時の保護者も手に取っています。貸出

もしています。 

③ その時の子どものやりたい気持ちを大切に

し、コーナー遊びへと発展しています。遊び
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ような取り組みをし

ていますか 

せている。 を通して言葉の感覚が豊かになり、製作から

おみせやさんごっこへ、あるいは、コーナー

遊びからごっこ遊びへと発展させています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室の様子など

で確認） 

（6） 

生活や遊びなど

を通して、楽しんで

表現することがで

きるようにすること

や表現したい気持

ちを育むためにど

のような取り組み

をしていますか 

① ごっこ遊びや製作活動など年

齢･発達に合わせた材料・道具

をコーナーの中に用意し、自由

表現が意欲的にできるような

環境設定をしている。 

② 歌･リズム遊び･楽器遊び･体操

などを通して、一人一人の興味

を大切にしながら保育士や友

達と一緒に表現する楽しさが

味わえるようにしている。 

③ 表現できる機会を多く持てる

ような計画を立てている。更に

作ったことへの喜びや表現で

きたことへの満足感が味わえ

るよう、作品の展示方法を工夫

している。 

① 保育士の言葉がけがきっかけになり、子ども

たちにたくさんのイメージが湧き、やりたい

気持ちや表現したい気持ちが湧いてきます。

それを大切にして遊び込めるようにしていま

す。保育士が少し手助けすることで、楽しく

遊べるよう工夫しています。 

② なかよしパーティでは、自分の着たい衣装を

着て友達と楽しく踊っています。自分で考え

た振り付けでも踊り、楽しんで表現していま

す。5 歳児は月に 1 回リトミックをしていま

す。 

③ 3 歳児が製作で作ったアイスを出し入れ出来

るように展示方法を工夫することで、子ども

と保護者とのやり取りも増えています。作っ

た物を友達や保護者に見てもらい、喜びが感

じられるような工夫をしています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室の様子で確

認） 

（7） 

生活や遊びなど

を通して、自発的

に表現する意欲を

育むことやみんな

で一緒に表現する

喜びを味わえるよ

うにすること、創造

的に表現すること

ができるようにする

ためにどのような

取り組みをしてい

ますか 

① ままごとコーナー･絵本コーナ

ー･製作コーナーなどを室内に

常設し、子ども自身が選ぶこと

で主体的に表現できるように

している。また、園庭は遊具だ

けでなくダイナミックにお絵

かきができるような環境を用

意している。 

② 運動会やおたのしみ会などの

様々な行事に向けて、一つのこ

とをみんなで作り上げる過程

を大切にしている。また、大勢

の前で発表することで共感し

てもらったり認めてもらった

りし、喜びや達成感を味わえる

ようにしている。 

③ お店屋さんごっこの品物作り

や共同製作などを通して、みん

なでアイデアを出し合い、イメ

ージしたものを作り上げる経

験ができるようにしている。 

① ピロティーではチョークで自由にのびのびと

お絵描きをしています。また、絵の具コーナ

ーを設置して、ボディペインティングをした

り、筆を使って色を混ぜたりと新しい感触を

体験し、ダイナミックな遊びを楽しめるよう

に環境設定をしています。 

② 運動会では、本番に向けて出来るかどうか不

安になる子に、今まで一緒に練習をしてきた

仲間たちが「大丈夫」と励ましています。心

配も皆が共有することで小さくなっていま

す。行事ではグループで振付け考えてダンス

を踊ったり、手作り楽器とピアニカの合奏を

しています。自分たちのがんばりを認め合い

ながら、温かい拍手をたくさんもらい、喜び

を味わっています。 

③ お店屋さんごっこでは、皆で話し合いイメー

ジを膨らませ、グループ内での共有体験を通

して、豊かな感性や表現力を養っています。

様々な素材に触れ、イメージしながら品物を

作り、お店屋さんとしてやり取りを楽しんで

います。豊かな感性で創意工夫し、のびのび

と表現することへと繋げています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室の様子など

で確認） 
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 （8） 

生活や遊びなど

を通して、聞く・見

るなど感覚の働き

を豊かにすること

や身体を動かす楽

しさを味わうこと、

身近なものに対す

る興味や関心を引

き出すためにどの

ような取り組みをし

ていますか 

① 直接五感で感じられるような

体験を保育に取り入れている。 

② 興味･発達に応じた、サーキッ

ト･体操･ゲーム遊びなど身体

を動かす遊びをしている。 

③ 子ども達が取り出しやすい場

所に玩具や教材を置き、遊びを

広げられるようにしている。 

① 石鹸遊びの感触を楽しんだり、じゃがいも、

ニンジン、玉ねぎの臭いや感触を確かめたり、

色水の色の変化の様子の観察などを体験して

います。また、近所の方からもらった鈴虫の

鳴き声に耳を傾けたり、直接五感で感じられ

るような体験をたくさんしています。 

② 0、1歳児は風船遊びや、カエル、トンボ、ゾ

ウなどの動きを真似して楽しく遊んでいま

す。3、4、5歳児はサーキットや体操、ゲー

ム遊びなどをしています。猛暑の中や雨の日

でも室内で身体を動かす遊びをしています。 

③ ままごとコーナーの棚の使い方を改善し、フ

ライパンやヤカン等を追加し、片づけしやす

いように写真の表示を付けました。0、1歳児

でも取り合いにならずに楽しく遊べ、少しず

つ片づけにも興味が持てるようにしていま

す。製作コーナーには折り紙や折り紙の本な

どを置くことで子どもが遊び込めるようにし

ています。砂場に木の実を置くことで子ども

の遊びが広げられる工夫をしています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室、園庭での

様子などで確認） 

（9） 

生活や遊びなど

を通して、身近な

様々なものに対す

る探索意欲を満足

させることや社会

や自然の事象や、

動植物への興味や

関心をもてるように

するためにどのよ

うな取り組みをして

いますか 

① 野菜や植物の栽培や、生き物の

飼育を通し、動植物への興味･

関心を持てるようにしている。 

② どろんこ･プール･水遊び、草

花･氷･雪遊びなど、季節が感じ

られる遊びを取り入れている。 

③ 日常生活や園外保育･地域との

関わりの中で、社会事象に興味

関心が持てるように取り組ん

でいる。 

① 0、1歳児はプランターにピーマンやオクラの

苗を植えて水やりをし、成長の様子を楽しみ、

収穫する楽しさや喜びを得ています。年長児

は散歩の途中で田んぼの稲を見た後で、発泡

スチロールに苗を植え、収穫を心待ちにして

います。また、飼育している青虫がさなぎに

なり、そしてチョウになり飛び立つ様子を観

察し、大きな感動を得ています。 

② 雪が降った時には、雪の滑り台を作ってダン

ボールそりで滑って遊ぶなど、冬ならではの

遊びを工夫して楽しんでいます。春には草花

や虫探しを楽しんでいます。夏にはプールや

水遊び、どろんこ遊びなどを健康面にも十分

配慮しながら楽しんでいます。 

③ 保育室に地球儀を設定することで、子どもは

世界の様々な国に興味を持ち、すぐに遊びに

取り入れています。避難訓練の際に、実際に

起こった大雨災害の事を話すことで、社会事

象に関心が持てるようにしています。ゴミ収

集車の様子を見ながら説明を受け、リサイク

ルについて学んでいます。 

 

（ヒアリング、保育日誌などで確認） 
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（10） 

自分から食べよ

うとする意欲を育

んだり、排泄をしよ

うとする意欲を育

むためにどのよう

な取り組みをして

いますか 

① 野菜の栽培･収穫･クッキング

を通して、食べることへの興味

や意欲へとつながるようにし

ている。 

② 個々の食欲に応じて食事の時

間や量を調整したり、食べきれ

るように声かけしたりと、自分

で食べられたという満足感が

味わえるようにしている。 

③ トイレを気持ちよく使えるよ

うに環境を整えている。また家

庭と連携をとりながら個々に

合わせた援助をし、意欲へとつ

ながるようにしている。 

① キュウリやピーマンなどの野菜を植え、水や

りなどの世話をして収穫をしています。4 歳

児が収穫したピーマンを食べやすい大きさに

ちぎったり、5 歳児が包丁を使って切ったり

してカレーの下ごしらえのクッキングをして

います。野菜の香りなどの刺激を五感で感じ

取り、それを言葉にして表現したり伝えたり

しています。 

② ランチルームの使用に時差をつけることで、

少人数で集中して食べられるようになり、

個々に丁寧に関われるようになっています。

配膳する前に苦手な食材を減らして提供する

ことで完食できた喜びを味わえるようにして

います。その喜びからもっと食べたいという

意欲を引き出しています。 

③ トイレは清潔にし、キャラクターの絵を描く

など明るい雰囲気に整えています。子どもが

失敗した時は「教えてくれてありがとう」と

声をかけることで、自分で出る出ないが分か

ったという自信に繋げています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、ランチルーム、ト

イレなどで確認） 

（11） 

身の回りのこと

を自分でしようとす

る意欲を育むこと

や基本的な生活習

慣を身につけるこ

と、食事や休息の

大切さを理解する

ことができるように

するためにどのよ

うな取り組みをして

いますか 

① 個々の発達に合わせた声かけ

や援助をし、できた時の達成感

を共有しながら、自信や意欲へ

とつながるように配慮してい

る。 

② 手洗い・うがいはポスターを掲

示し、大切さを伝えている。ま

た生活する中で必要なことを、

年齢に合わせ丁寧に伝えてい

る。 

③ 食育･食材ボード、絵本や紙芝

居などを使用し、食事や休息の

大切さを知らせ、子どもが実感

できるように声かけをしてい

る。 

① 自分でしたいという気持ちを大切にしていま

す。ズボンの着脱などスムーズに行えるよう

にさりげなく手を添えたり、体を支えたりし

ています。出来た時は「履けたね」「出来たね」

と声をかけることで出来た喜びを感じ、意欲

に繋げています。 

② 手洗い場前には手洗いの順番が分かりやすく

絵を使って表示しています。年齢に合わせ、

食事前に手洗い指導をし、手洗いの歌を歌い

ながら手本を見せています。 

③ 5 歳児のランチ当番がその日の献立に使用し

ている食材を三大栄養素に分けてランチルー

ムに表示しています。メニュー当てクイズも

しています。絵本などを通して食事と身体の

関係を分かりやすく伝えています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、個別指導計画など

で確認） 
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大項目３ 保育園の特徴 

事業所から自己申告された内容について、事実確認を行った結果です 

 

項 目 

事業所による特徴的取り組みの 

アピール 

（事業所が記載した原文のまま公表し

ています） 

第三者評価での確認点 

（1） 

子どもの豊かな

心と身体をはぐくむ

ための特徴的な取

り組みについて説

明してください 

① 年間計画に基づき、５歳児クラ

スでリトミック活動を行って

いる。また職員の自主研修とし

て、リトミックを学ぶ機会を設

けている。学んだことを各クラ

スの活動にも取り入れ、全身を

使って体を動かすことを楽し

んでいる。 

② 地域環境を活かした活動を通

して、子どもの豊かな感性や思

考力を培っている。 

③ 小学校や老人会、消防署や交

番、大凧センターなどで地域の

人々とふれあう活動を取り入

れている。 

① 5 歳児ではリトミックの年間計画を立てて

取り入れています。感じたこと、考えたこと

を音や動きで表現したり、音楽に身体全体で

反応することでリズム感覚を養っています。 

② 散歩で遺跡探検をしたり、田んぼではカエル

を捕まえたりアメンボを見つけたりしてい

ます。地域の自然に触れ、生き物や草花に興

味を持てるようにしています。また、地域の

大凧センターに行き、セミや凧を観察するな

ど、子どもの豊かな感性や思考力を養ってい

ます。 

③ 日頃お世話になっている派出所や消防署、日

枝神社に年末の挨拶に出かけたり、いきいき

サロンで地域のお年寄りの方と交流をして

います。また、小学生と年間を通じて交流し

ています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、リトミック年間計

画、小・保連携記録などで確認） 

（2） 

保育環境に特別

な配慮を必要とす

る子ども（長時間

保育、障害児保

育、乳児保育、外

国籍園児）の保育

に関しての特徴的

な取り組みについ

て説明してください 

① 早朝保育では乳児受け入れを

手厚くし、安心して過ごせるよ

う配慮している。長時間保育で

は異年齢児や保育士とゆった

りとふれあい、落ち着いた雰囲

気の中で過ごせるようにして

いる。 

② 障害のある子どもや配慮を必

要とする子どもの保育では、個

別支援計画を立て、保護者や職

員間の共通理解の下で一人一

人に合った生活や遊びを提供

している。関係機関とも連携

し、より専門的なアドバイスを

もらっている。 

③ 乳児保育では個々の発達に合

わせ、活動する内容や場所など

の環境を整えている。 

① 早朝の受け入れは保育士複数態勢を取って

います。長時間保育になる子どもには休息を

しっかり取れるようにし、疲れの出やすい夕

方以降は安全に配慮して静の活動を取り入

れるようにしています。抱っこなどスキンシ

ップを取り、家庭的な雰囲気の中、特別なお

もちゃを出すなど精神的な満足感を得られ

るよう配慮しています。 

② 特別な配慮を必要とする子どもに関しては、

「個別支援計画」を立てて個々に合った支援

をしています。ケース会議でもその子の気持

ちに寄り添った対応を検討しています。午睡

時の約束事を描いたイラストを保護者が園

に持参するなど、保護者との連携を取りなが

ら支援しています。年 2 回療育センターが

巡回相談に来ています。 

③ 賑やかな環境だと落ち着かない子どもには、

静かで落ち着ける環境を用意し、じっくりと

好きな遊びが楽しめる時間を作り、気持ちが

満足できるように関わっています。子ども同

士では、子どもの気持ちを保育士が汲み取り

仲立ちをすることで一緒に遊ぶことが出来

ています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、保育室の様子など

で確認） 
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（3） 

健康管理に特別

な配慮を必要とす

る子ども（アレルギ

ー疾患をもつ園

児、乳児保育、病

後時保育など）の

保育に関しての特

徴的な取り組み（ア

レルギー食対応、

個別食、離乳食な

ど）について説明し

てください 

① 感染症で欠席している子ども

の状況を園全体で把握し、感染

症ボードで保護者に情報提供

して、双方で健康管理に努めて

いる。安全衛生チェックリスト

を活用し、感染症流行時には特

に衛生管理に配慮している。 

② 離乳食については食事形態や

食材について保護者と随時相

談・決定している。給食室との

連携を図り、子どもに合わせて

提供している。 

③ 食物アレルギー食対応では別

室や別卓で食事をしている。普

通食児がアレルギー原因物質

を保育室に持ち込まないよう、

ランチルームの出入口に足拭

きを設置、食後に着替えを行っ

ている。 

① 「園だより」の園内マップで、子どもの病気、

衛生などの情報が載っている掲示板の情報

を紹介しています。感染症が出た場合は「感

染症で欠席している子どもの状況」として乳

児、幼児に分けて保護者に情報提供していま

す。職員会議においても注意喚起し、衛生管

理を徹底しています。 

② 離乳食の食材表には月齢を目安に食べてお

く食品、チェックする食品の記載がありま

す。また、食事の状況調査をし、家庭としっ

かり連携を取った上で子どもに合わせた離

乳食を提供しています。離乳食・給食会議で

も検討しています。 

③ 食物アレルギー児に対しては医師の診断書

に基づいて、除去食や代替食の提供をしてい

ます。アレルギー児専用のトレーに原因食物

名と名前のプレートを置き、調理員と保育

士、さらに 2名の保育士でダブルチェック

をして間違いが無いように提供しています。

普通食児が保育室にアレルギー原因物質を

持ち込まないように、ランチルームの出入

り口に足ふきマットを設置して着替えを行
うなど徹底しています。 

 

（ヒアリング、写真、保育室の様子などで確

認） 

（4） 

食に関しての特

徴的な取り組みに

ついて説明してくだ

さい 

① 食材の下ごしらえやクッキン

グ、ランチ当番での食事準備な

どを通して、調理の過程や方

法、調理をしてくれる人に興味

を持てるようにしている。 

② 野菜などの栽培･収穫したもの

を調理して食べる機会を持ち、

食材や食べることへの関心や

意欲を持てるようにしている。 

③ 子ども達が主体的に食事がで

きるようにランチルームを設

置している。各所に保育士が付

くなど、落ち着いた環境づくり

を行っている。また公開保育な

どで保護者に食事の様子を見

てもらう機会を設けている。 

① 30 年度の食育目標は、「楽しくおいしく食

べる子」です。「食育検討会年間計画表」に

基づいて、野菜の栽培から野菜の下ごしら

え、クッキングまで計画的に食育を行ってい

ます。手打ちうどんにもチャレンジしていま

す。 

② 子どもたちはオクラ、ピーマン、キュウリ、

なす、さつまいも、米などを栽培して収穫し

ています。収穫した野菜は、子どもたちが年

齢に応じて切ったり、ちぎったり、種を取っ

たりしてから給食にしています。また、収穫

した野菜を持ち帰り、家庭での会話など保護

者からのコメントを廊下に掲示しています。 

③ ランチルームの使用に時差をつけることで

一人一人に丁寧に関わることが出来、少人数

で集中して食べられるようになっています。

また、そばについて励ますことで完食が多く

なっています。 

 

（ヒアリング、保育日誌、ランチルームの様

子などで確認） 
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（5） 

家庭とのコミュニ

ケーションに関して

の特徴的な取り組

みについて説明し

てください 

① 保育に対してのアンケートや

行事の感想等を、掲示ボードで

公開している。日頃の保護者対

応での情報を職員間で共有し

ている。 

② 家庭との連絡では日々連絡帳

や健康ノートを用いたり、送迎

時に丁寧に様子を伝えたりし

ている。希望者には個人面談を

行い、保護者の相談を受けてい

る。 

③ 保育の様子を直接保護者に見

てもらう機会として、年間を通

して保護者参加の行事を設け

ている。毎月の誕生会では誕生

児の保護者を招待し、成長の喜

びを共有している。 

① 日頃の保護者の声やつぶやきなどを拾い、こ

ころの声シートにその気付きを記載してい

ます。その都度気付いたら書いて、休憩室に

掲示し、職員間で共有し、苦情になる前に対

応しています。こころの声の内容と結果・対

応をまとめ、職員で確認しています。 

② 0、1歳児は連絡帳、2歳以上児は健康ノー

トで家庭との連絡を取っています。お迎え時

に当番ノートを活用して、その日の子どもの

様子やエピソードを伝えるようにしていま

す。8割位の保護者が個人面談を受けていま

す。 

③ 「年間行事予定表」に保護者参加行事は分か

りやすいように丸印を付けて配布していま

す。個人面談、保育参観はいつでも受け付け

ていることも明記しています。誕生会では保

護者共々成長の喜びを感じています。 

 

（ヒアリング、こころの声まとめ、年間行事

予定表などで確認） 

（6） 

地域の子育て

支援に関しての

特徴的な取り組

みについて説明し

てください 

① 『ミニミニ育児講座』として年

７回乳児担当職員が育児のア

ドバイスをしたり、相談を受け

たりしている。 

② 『いっしょにあそぼう』と題し

た乳児との交流を年間を通し

て行っている。様々な活動で地

域親子と園児が一緒に楽しん

でいる。 

③ 園庭を開放し、遊びを通して園

児との自然な関わりが持てる

ようにしている。 

① 園では全 7 回の「ミニミニ育児講座」を開

催し、育児不安の解消や育児の喜びを感じて

もらえるように子育て支援をしています。育

児講座の内容は離乳食やトイレトレーニン

グなどについてです。 

② 毎月行っている「いっしょに遊ぼう」では、

園の 2 歳児と一緒に手遊びや運動遊びなど

をして交流しています。園の子どもたちが地

域の子どもに「こっちにおいで」「一緒に遊

ぼう」と誘っています。 

③ 毎週月曜日から土曜日の 9 時半から 16 時

半まで、園庭開放を行っています。すべり台

やジャングルジムなど安心して遊べる遊具

が揃っていて、園児と楽しく遊んでいます。 

 

（ヒアリング、保育日誌、地域交流年間計画

予定表などで確認） 
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